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序

史跡志波城跡は，盛岡市の南西部，太田・本宮地区に所在する古代の城柵遺跡です。昭

和59年に国史跡の指定を受け，当市教育委員会では用地取得事業，保存整備事業，管理活

用事業をすすめております。

保存整備事業は，平成 5~1l年度に第 I 期保存整備事業として外郭南門・築地塀・櫓な

どの外郭南辺周辺，平成12~22年度に第 E期保存整備事業として政庁南門・東西門・築地

塀などの政庁域と南東官街域の官街建物(展示室)を整備しました。平成9年度からは，

「志波城古代公園」として公開し，多くの来訪をいただいております。

平成23年度からは第盟期保存整備事業に着手し外郭東西辺の遺構表示や入口広場の環境

整備を行い，また平成26年度には郭内竪穴建物(兵舎)の復元，史跡志波城跡のガイダン

ス施設が完成しました。あわせて，それら整備に先立つ内容確認調査についても，計画的

に実施してまいりました。

平成23~25年度の発掘調査は，城内北東部の「鎮兵」兵舎(竪穴建物跡)の広がりや，

外郭酉辺中央から北部の様相を把握できたなど，貴重な成果をあげることができました。

本書は，その調査報告書であり，市民の皆様をはじめ，学校や関係機関・研究者等の方々

に活用していただければ幸いと存じます。

最後になりましたが発掘調査を実施するにあたり，御指導や御助言を賜りました文化庁

文化財部記念物課ならびに岩手県教育委員会生涯学習文化課，史跡整備委員会の先生方に

対して，深く感謝を申し上げるとともに 御理解と御協力を頂いた地権者各位並びに地元

関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

平成28年 2月

盛岡市教育委員会

教育長千葉仁



例

国指定史跡志波城跡の平成23・24本書は，岩手県盛岡市下太田方八了・中太田方八丁ほかに所在する，l 

.25年度発掘調査報告書である。なお，志波城跡における過年度の調査報告はこれまで「概報」の名称を

大規模調査での概報刊行と区別するため，本書以降は「報告書」の名称とする。使用してきたが，

-今野公顕(匿史丈執筆作業を津嶋知弘(遺跡の学び館)本書の編集は，盛岡市遺跡の学び館が行い，2 

化課事務局)が担当した。

遺構平面位置は，平面直角座標X系を座標変換した調査座標で表示した。3 

-調査座標軸は第X系に準じる。

R Y :t0.000 R X :t0.000 ーー惨Y +23.700.000 X -35.000.000 -日本測地系調査座標原点

R Y :t0.000 R X :t0.000 ーー砂Y +23，400.450 X -34.692.299 -世界測地系調査座標原点

高さは標高値をそのまま使用している。4 

線の太さを使い分けた。層相の観察にあたっては『新版標準土色帖』土層図は堆積のしかたを重視し，5 

(農林水産省農林水産技術会議事務局監修)に基づいて記載した。

志波城跡の遺構記号・番号は次のとおりである。

番号

外郭築地線より外側の遺構 001 ~ 099 

外郭築地線および付属遺構 100 ~ 199 

外郭築地親より内側の遺構 200 ~ 499 

政庁地区の遺構 500 ~ 599 

中世以降の遺構 800 ~ 899 

南辺に関する遺構 下2桁 10~ 29 

東辺に関する遺構 下 2 桁 30~49

北辺に関する遺構 下 2 桁 50~ 69 

西辺に関する遺構 下2桁 70~ 89 

記号

柱列跡 SA 

建物跡 SB 

SC 

溝 跡 SD 

井戸跡 SE 

築地・土塁 SF 

竪穴建物跡 S 1 

S J 
土坑・竪穴 SK 

その他 SX 

6 

平面図は遺構によって，線種を以下のように使い分けた。

幽圃 E・E・E・・・園・園園
遺構 実線 破線

一幽 圃 園 . . 幽
古代の地業跡 一点鎖線

一日 .. ..‘ .. 
中世以降の遺構 二点鎖線

L一一一一一一

7 

「竪穴建物跡jは，従来「竪穴住居跡Jと呼称されてきたものであるが，文化庁文化財部記念物課監修8 

志波城跡における「竪穴(2010)での定義に従い，本書より名称変更する。なお，『発掘調査のてぴき』

一般集落における在地住民の「住居」ではなく，律令政府により派遣された鎮兵の「兵舎」建物跡Jは，

この点も名称変更の理由の一つである。であり，

ロクロ使

土師器に分類し

「あかやき土器」の名称は，

ロクロ使用の内面黒色処理の杯類は，

土師器・須恵、器・あかやき土器に分類した。

用の酸化炎焼成土器(杯類，護類，鉢)に使用し，

古代の土器区分は，9 



た。

10 発掘調査にともなう出土遺物および諸記録は 盛岡市遺跡の学び館で保管している。

11 調査成果の一部については. r現地公開資料Jや『古代城柵官街遺跡検討会資料集』などに報告してい

るが，本書の記載内容をもって訂正する。

12 本遺跡の発掘調査報告書には下記のものがあり，その略称を次のとおりとした。

盛岡市教育委員会(主に各年度末刊行)

『太田方八丁遺跡一昭和52年度発掘調査概報-j (3~6次)・・・・・・・・・・・・・・・・『方八丁概報77j

『太田方八丁遺跡一昭和53年度発掘調査概報-j (7~9次)・・・・・・・・・・・・・・・・『方八丁概報78j

『太田方八丁遺跡一昭和54年度発掘調査概報一j(11~14次)・・・・・・・・・・・・・・『方八丁概報79j

『志波城跡 I一太田方八丁遺跡範囲確認調査報告一j(1981年3月刊行)・・・・・・・・ 『志波城跡u
『志波城跡一昭和55年度発掘調査概報 j (15~17次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・「志波城概報80j

『志波城跡一昭和56年度発掘調査概報一j(18~20 ・ 23 ・ 24次)・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報8H

『志波城跡一昭和57年度発掘調査概報-j (21 ~23次補足'25~27次)・・・・・・・・・『志波城概報82j

『志波城跡一昭和58年度発掘調査概報 j (28~30次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報83j

『志波城跡一昭和59年度発掘調査概報-j (31 ~34次)・・. . . . . . . . . . . . . . .・・『志波城概報84j

『志波城跡 昭和60年度発掘調査概報 j (35・36次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報85j

『志波城跡 昭和61年度発掘調査概報 j (37次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報86j

『志波城跡 昭和62年度発掘調査概報 j (38~41次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報87j

『志波城跡 昭和63年度発掘調査概報 j (42~47次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報88j

『志波城跡 平成元年度発掘調査概報 j (48~49次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報89j

『志波城跡 平成2年度発掘調査概報 j (50~54次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報90j

『志波城跡 平成3年度発掘調査概報 j (55~57次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報9H

『志波城跡 平成4年度発掘調査概報 j (58・59次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報92j

『志波城跡 平成5年度発掘調査概報一j(58次補足.60~63次)・・・・・・・・・・・『志波城概報93j

『志波城跡 平成6年度発掘調査概報 j (63次補足.64~67次)・・・・・・・・・・・『志波城概報94j

『志波城跡 平成7年度発掘調査概報一j(68~71次)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報95j

『志波城跡一平成8・9・10年度発掘調査概報 j (72~82次)・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報98j

『志波城跡一平成11~14年度発掘調査概報 j (85~93次) . . . . . . . . . . . . . . . . r志波城概報02j

『志波城跡一平成15・16年度発掘調査概報 j (94~97次)・・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報04j

『志波城跡一平成17・18年度発掘調査概報 j (98~100次)・・・・・・・・・・・・・・・『志波城概報06j

『志波城跡一平成20・21・22年度発掘調査概報 j (101 ~104次)・・・・・・・・・・・『志波城概報10j

岩手県教育委員会 (1982年3月刊行)

『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書xm太田方八丁遺跡(志波城跡)-j

. r士、波城跡1・2次J

岩手県埋蔵文化財センター (1982年10月刊行)

『志波城跡発掘調査報告書一太田地区県営圃場整備事業関係発掘調査-j ... r志波城跡21・22次j
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第 1章 調査経過

1 志波城跡の概要

立 地 志波城跡は，盛岡市の南西部に位置する。遺跡の総面積は約75万ぱと広大であり，地番とし

ては，下太田方八丁(東半部) ・新堰端(南東部) ・林崎(北東部) .宮田(北東部)，中太

田方八丁(西半部) ・法丁(北西部) ・吉原(北西部) ・小沼(北西部)，上鹿妻五兵衛新田

(南西部)，本宮大宮(東部) ・林崎(南東部)と 11地区にわたって所在する(第 l図)。

地 形 遺跡は，北上川と雫石川が作り出す低位沖積段丘面に立地する。遺跡の北側を東に流れる雫
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石川が北上川と合流するまでの南岸では，雫石川の流路転換によって形成された幾筋もの旧河

道と沖積段丘がみとめられる。旧河道は，連続する大きなものが4条あり，そのほか細かい網
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状のものも多く見られ，大きな旧河道の南岸には河岸段丘が形成されている。この河岸段Eは，

南側から現河道に向かつて低くなっており，河道が北進したことを物語っている。遺跡の立地

する沖積段正は，水成砂喋層を基底とし，その上に水成シルト層が乗り，表土が覆っている。

基本層はおおむねこの 3層に分けられるが，地点によって砂牒層の上面高および層厚や層相

は大きく異なる。つまり この沖積段丘は，雫石川が周辺の山地から供給される砂喋やシルト

によって堆積され，河道の定まらない雫石川による下刻や堆積が繰り返されたものといえる。

環 境 この地域は現在は多くの水田・畑が営まれる平坦地が広がり，北上川沿いには南の北上・

胆沢方面と，雫石川沿いには西の秋田方面と連絡できる交通の要衝に位置し沖積段正上には

奈良・平安時代の集落遺跡や末期古墳などが多く分布する。古代から肥沃な農地として，また

交通の要衝として恵まれた地域であったと考えられる。

歴史的経緯 「志波城Jは，奈良・平安時代に東北地方に造営された「城柵」のひとつである。古代日本

の律令制度は，全国の土地と人民を政府が直接支配する中央集権体制であり，全国を国郡里と

いう行政単位で治めていたが，東北地方北半はその範囲外であり，人々は「蝦夷(エミシ)J 

と呼ばれ， I化外の民」とみなされていた。城柵はその東北地方を治めるために律令政府が造

営した行政府兼軍事拠点であり，文献記録には20以上の「榔JI城JI塞」の名前が確認され

る。古代陸奥固では，神亀元年 (724) に現在の宮城県中央部に「多賀城」が造営され国府と

なり， 8世紀後半代までに宮城県北部までが，律令統治下に組み込まれたと考えられている。

延暦二十一年 (802) に岩手県奥州市水沢九蔵田の地に「胆沢城」が，志波城はその翌年，延

暦二十二年 (803) に盛岡市太田・本宮の地に造営された。しかし文献記録によれば，志波城

は近接する河川の氾i監による水害を理由に， 10年後には約10km南の矢巾町徳田の地に新しく

造営された「徳丹城」に主な機能を移転している。志波城は，これまでの調査成果から，古代

陸奥国最北・最大規模であることが判明しており，律令政府の最前線拠点であったといえる。

2 これまでの調査

調査経緯 志波城跡は，かつて字名より「太田方八丁遺跡Jと呼ばれており，前九年合戦時の源氏の陣

2 

場跡や古戦場として伝承されてきた。一方「志波城」は， r日本紀略』延暦二十二年 (803)

二月条に「造志波城所J，同三月には「造志波城使・・・坂上田村麿・・・」との記述が見ら

れ，古くから所在地不明な城柵として，現在の花巻市や紫波町など各地に擬定地があった。

遺跡の本格的な発掘調査は，昭和51・52年度の東北縦貫自動車道建設にともなう調査(岩手

県教育委員会)を契機として始まった。この調査では，築地塀跡や大溝，多くの竪穴建物群な

どが検出され，太田方八丁遺跡は所在地が不明であった「志波城跡」ではないかと注目を集め

た。それを受け，盛岡市教育委員会は，昭和52~54年度に範囲確認調査(第1次3ヶ年計画)を

実施し，本遺跡の範囲・規模などの基本構造が明らかになり， I志波城跡Jであると認定され

た。その後，昭和59年には国指定史跡としての告示を受けた。

この成果をふまえ，昭和田~59年度には，本遺跡を史跡として恒久的に保存し，盛岡のみな

らず東北の古代史の解明と史跡の積極的な活用を図る史跡整備の基礎資料を得ることを目的と

した発掘調査を継続した(第2次5ヶ年計画)。この結果，志波城跡の古代域柵としての共通性



と，陸奥国最北端の城柵としての独自性が明らかになった。

昭和60~平成元年度には，史跡整備案を具体化するための本格的な資料収集を目的として，

主要殿舎と政庁南東官街域の確認，外郭南辺部の構造解明のための調査を実施し(第3次5ヶ年

計画)，昭和63年度には「史跡志波城跡保存管理計画」を策定した。

その後，平成2~8年度は第 I 期保存整備事業に伴う外郭南辺部・南大路の構造解明と政庁東

方官街域範囲確認の調査を実施，平成9~21年度は第E期保存整備事業に伴う政庁・官街域及

びその周辺の構造解明を目的とした調査を実施，そして平成22年度以降は第E期整備事業に伴

う外郭東辺及び西辺の構造解明を目的とした調査を継続した。

復元整備 平成5年度以降は，上記の調査の成果を踏まえ，外郭南門・築地塀・櫓・大路などの復元整

備を開始し，平成9年度に「志波城古代公闘」として開園。以後年間約 1万人以上の来訪者を

数えている。平成12年度以降は 政庁南門・築地塀・東西門・官街建物などを復元整備し順次

公開範囲を拡大，平成23年度以降は外郭東西辺公有地の環境整備と南辺入口広場のガイダンス

施設建設事業を継続している。

発掘成果 発掘調査は，昭和51年度 (1976)から平成25年度 (2013) までの37年間に，のべ110次，

170，294ぱを対象とし，遺跡総面積約750，000rri(指定地外を含む)のうち， 22，71%を調査して

いる(第2図)。

外 郭 外郭規模は 840m四方(方八町)の築地塀と約930m四方の土塁をともなう外大溝で二重に

区画されている。その規模は，陸奥田府多賀城(不整方八町)に匹敵するものである。また，

志波城跡の北東に隣接する林崎遺跡と，南に隣接する田貝遺跡・新堰端遺跡においては，外郭

築地根からそれぞれ外側 1町(約108m)の位置に大溝を確認しており，その埋土や出土遺物

が外大溝に類似していることから，外大溝の外側を走るもう l条の区画溝(通称「一町溝J) 

をともなっていたと考えられる。

郭 内 郭内は，中心からやや南寄りの位置に「政庁J，その周囲には実務を執り行った「官街域J，

外郭築地塀の内側一町(約 108m)幅で兵舎や工房としての機能を持つ竪穴建物が配置されて

いた。志波城内の主要建物は掘立柱建物であり 礎石建・瓦茸のものは確認されていない。

政 庁 中枢施設である政庁は， 150m四方を築地塀で区画し，四方に門を持つ。この政庁規模は，

鎮守府胆沢城の3倍，国府多賀城の2倍の面積であり，城柵最大規模である。政庁では，四方の

門跡，正殿跡・東西脇殿跡のほか11棟の建物跡と， 日隠塀跡などを確認している。政庁内北側

には後殿がなく，規格的に配置された建物跡は，志波城の特徴のひとつといえる。

官 衛 官街は，政庁の南東方・南西方・東方に，掘立柱建物跡を確認している。政庁・官街域の主

要な掘立柱建物は，柱が抜き取られており，徳丹城へ運ばれた可能性も指摘されている。

竪穴建物 竪穴建物は，これまでの調査における遺構密度から，外郭沿いに約1，l00~2，200棟建築され

た(建て替えあり)と推定される。郭内に多数の竪穴建物を内包している点は，志波城の大き

な特徴である。竪穴建物からは，武具や農工具(験・小札・鎌・斧・釘)，馬具などの鉄製品

が多数出土しているほか，小鍛冶を行っていたと考えられる竪穴建物も検出しているが，その
芭み

主な機能は「鎮兵jの兵舎であったと考えられる。また， I佐祢J (新潟県・越後国頚城郡内

の郷名か)， I上総J (千葉県)とある墨書土器は鎮兵の派遣元を， I酒所J I厨」とある墨

書土器は域内の使われ方を示す貴重な文字資料である

なお，志波城の基準尺は， 1尺ヰO.3mで、ある。
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3 平成23・24・25年度の調査

平成23 ・ 24 ・ 25年度は，第105~110次の6地点，計1 ，973ぱの調査を実施した(第l表)。こ

のうち，現状変更にともなう調査が第105・109・110次の3地点，第E期保存整備事業にともな

う内容確認、調査が第106・107・108次の3地点である。

年度 次数 調査地点 調査原因 調査主体 面積(ぱ) 調査期間 検出遺構

4 

23 105 
郭内北東部

高j王送電線鉄塔移設(東北電力) 市教委 880 
1104.12-04.26 

平安時代竪穴建物跡7棟，土坑4基!溝跡2条，柱穴
郭内北部旧河道 1U130-12.o5 

106 外郭東辺南部 内容確認(史跡整備) 布教委 78 I 1ULl5-11.22 外郭東辺築地外溝跡

24 107 外郭西辺北部 内容確認、(史跡整備) 市教委 743 12.10.24-12.11 外郭西辺築地線築地外溝跡外大溝跡

25 108 外郭西辺中部 内容確認(史跡整備) 市教委 145 13.10.1ι1Ll8 外郭西辺築地線(基壇) 築地外溝跡外大溝跡

109 外郭南辺西部 県営鹿妻新壊水路改修工事による致損，復旧 市教委
7 

14.0U4 外郭南辺外大溝跡(断面)
(延長15m)

llO 郭内北部 住宅建替え 市教委 120 14.03.11 遺構ー遺物なし

計 1.973 

第1表 平成23・24・25年度調査成果一覧

4 体制

[調査主体]

[ 調 査 ]

盛岡市教育委員会 [事務局] 盛岡市教育委員会歴史文化課

盛岡市教育委員会歴史文化課・盛岡市遺跡の学び館

[指 導] 丈化庁文化財部記念物課，岩手県教育委員会生涯学習文化課

[史跡整備委員会]

平成23年度:上野邦一(顧問)，田中哲雄(委員長)，西村幸夫，山中敏史，島田敏男，

阿部博志，樋下正信，嶋千秋

平成24年度:上野邦一(顧問)，田中哲雄(委員長)，西村幸夫，山中敏史，黒坂貴裕，

佐藤則之，樋下正信，嶋千秋

平成25年度:上野邦一(顧問)，田中哲雄(委員長)，西村幸夫，山中敏史，黒坂貴裕，

笠原信男，倉原宗孝，樋下正信，嶋千秋

[協 力] 発掘調査，資料整理，報告書編集にあたり，地権者・地元関係者の方々，東北電力株式会社

岩手支庖，岩手県盛岡広域振興局，そして多くの作業員，及び県内外丈化財関係職員の方々よ

り多大なる協力を得た。

[発掘調査担当者(本書掲載)] 

第105次調査(平成23年度) 佐々木亮二・三品花菜子[遺跡の学び館]

第106次調査(平成23年度) 今野公顕[歴史文化課]

第107次調査(平成24年度) 津嶋知弘・三品花菜子[遺跡の学び館]

第108次調査(平成25年度) 津嶋知弘[遺跡の学び館]

第109次調査(平成25年度) 今野公顕・佐々木亮二[歴史文化課]， 

津嶋知弘[遺跡の学び館]

第110次調査(平成25年度) 津嶋知弘[遺跡の学び館]
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第 2章 調査内容

1 郭内北部・北東部(第 105次調査)

位 置 第105次調査は，東北電力の高圧電線鉄塔移設に伴う事前調査(遺構有無確認)として実施

し，郭内北部・北東部にあたる (1~4区) 0 1・2区は，志波城北部に入り込む旧河川(運河と

想定)の中， 3・4区は外郭東辺内側北部の「鎮兵」兵舎(竪穴建物)域縁辺部である。

経 緯 志波城跡の南東近隣には，戦前から東北電力の盛岡変電所があり，史跡指定地内を3経路の

高圧電線(太田線，雫石線，岩盛線)が通過しており，その鉄塔により志波城跡全体の景観

が損なわれていることが，昭和田年(1994)の国史跡指定時から長年の懸案となっていた。特

に，政庁の南面を通過する雫石線は，昭和15年 (1940)に建設された鉄塔が低く，八脚門や築

地塀が復元された政庁域の歴史的景観に支障となるとともに，史跡整備で盛土したことにより

高圧電線が地表近くになってしまっていた。このことについて，当市教委では折に触れ東北電

力に線路変更の検討を申し入れてきたが，予算の問題があり進捗がなかった。

東北電力は，老朽化した高庄電親の高規格化と雪害対策，架線の高度をとるため，鉄塔の建

て替えを計画し平成21年に当市教委に協議があった。当初，平成24・25年度に施工する計画

だ、ったが，平成23年3月に発生した東日本大震災の影響で，平成25・26年度施工となった。文

化庁，史跡整備委員の指導を受けながら，当市教委は東北電力と線路や工法の協議を重ねたO

結果，史跡指定地外を迂回することは住宅や学校・幼稚園が所在し技術的に困難なことから，

史跡中心部を避け極力史跡指定地外を通るように東から北へ切り回すこと，史跡内外の鉄塔の

本数を減らすことで合意，新規建設3基の鉄塔位置に遺構がないこと(遺構検出時は設計変

更)を条件に，現状変更申請を受理した(写真第2図版模式図参照)。

調 査 新規鉄塔の位置はいずれも水田耕作地であることから，田植え作業前の平成23年4月に遺構

確認調査を実施した。郭内北部西側の雫石線NO.6鉄塔予定地 (1区)，東側の雫石線NO.5鉄塔

予定地 (2区)では遺構が検出されなかった。郭内北東部にあたる当初設計の太田線NO.5鉄塔

予定地 (3区)において志波城期の竪穴建物跡等を検出した。そのため，東北電力は設計変

更を行い，稲刈り後の11・12月に変更後の太田線NO.5鉄塔予定地 (4区)の遺構確認調査を実

施。 2箇所の候補地 (4東区東半部， 4西区)からは志波城期の竪穴建物跡等を検出したため，

急逮その2箇所の間に調査区 (4東区西半部)を設定，遺構が検出されなかった4東区西半部の

範間内で鉄塔を建設することが可能であることを確認した。なお，各調査区における遺構検出

面は，現水田地表面から約60cm下で、あり，遺構は検出のみを行い精査はせず，調査終了後は

埋め戻して遺構保護を図った。

1区・ 2区 旧河川跡(運河と想定)であるl区では，水田耕作土の下に低湿地の自然堆積土を検出し， 2 

区では水田耕作土の下より基盤の砂喋層を検出した。遺構・遺物は確認されなかった。

3区 郭内北東部の3区は竪穴建物跡を検出した昭和59年度 (1984)の第32次調査の南西約70m

に位置し(第3図)，外郭東辺築地線より 100m以上離れていることから，調査前は外郭沿いの

兵舎(竪穴建物)域からはずれるものと想定したが， 4箇所の鉄塔基礎予定位置から，古代の
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竪穴建物跡5棟 (SI461~465) を検出した(第5図)。調査区が狭いため一辺の長さが

明確なものはないが， SI461は一辺5.5m以上と比較的規模の大きな竪穴建物跡のようで

ある。また， SI462は調査区内に煙道・煙出しの平面プランを検出した。 SI 464とS

I 465は重複がある。これらは志波城期の兵舎跡と考えられる。このほか，古代以降と思わ

れる土坑4基 (SK85 8~8 61) ・溝跡l条 (SD829) ・ピット2口を検出した。

4区 4西区は， 3区の南南東約70mにあり(第3図) ，古代以降の焼土跡l筒所と溝跡2条 (SD 

830・83 1 )を検出した(第4図) 0 4東区は，昭和56年度(1981)の第23次調査A区で3

棟の竪穴建物跡 (RA411・412・41 3) を検出した地点の北側に隣接しており(第3

図)，竪穴建物跡2棟 (RA466・467)を検出した(第4図)。規模は， RA 466が一

辺3.3~3.7m ， R A 4 6 7 が一辺3.8~4.3m を測り，いずれも煙道-煙出しの平面プランが検出

された。 3区と同様に志波城期の兵舎跡と考えられる。

出土遺物 3西区の SI 461検出面より須恵、器杯(第6図01・02，第2表)，土師器蓋破片が出土し

た。 01は志波城跡に特徴的な白色に近いクリーム色の胎土であり， 02の底面には火棒が見ら

れる。ともに底部は，回転ヘラ切り後にヘラナデ再調整を施している。 3南区の SI 462検

出面からは須恵器杯・蓋・護 士師器蓋破片， 3東区の SI 464の検出面からは須恵器杯・

壷・大聾，土師器聾，あかやき土器杯破片， 4東区の SI 466の検出面からは須恵器杯，

あかやき土器杯破片が出土した。また SI 466南方の遺構外より須恵器杯(第6図03，第2

表)，土師器蓋，あかやき土器聾破片が出土した。 03は底部全面がヘラケズリ再調整が施さ

れ，底面・外面に火棒が見られる。また外面の一部と内面に漆状の有機質膜が付着している

(写真第22図版)。須恵器はいずれも9世紀前葉の志波域期のものと考えられる。

2 外郭東辺南部(第106次調査)

位 置 第106次調査は外郭東辺南部にあたり，昭和53年度(1978)の第6次調査の南約100m，また外郭

築地線南東角より北に約60mの地点に位置する。

目 的 本調査では，第E期整備における当該地の環境整備に先立ち，外郭東辺築地外溝の位置，及

びその残存状況の確認を行うことを目的に実施した。

検出遺構 本調査は，東西方向のトレンチを2本，南北に平行して設定し築地外溝跡 (SD130)

を検出した。遺構の精査は，サブトレンチによる最小限のものとして遺構保護を図った。

S D 1 30外郭東辺築地外溝跡(第7図)

位置・規模 調査区の西寄りに， SD130築地線に平行して，南北に走ることを確認した。検出面では

溝の東側上端の平面プランのみが検出され，西側上端は調査区の西側を走る県道盛岡和賀線内

にあると考えられる。推定される溝幅は約7m。サブトレンチによる精査では，検出面からの

深さが1.0mを測り，底面は基盤の砂疎層を少し掘り込んでいる。 溝の東壁は底面から急峻に

立ち上がり，途中から傾斜を緩やかにして聞く。

埋 土 埋土は，北トレンチでA1~3 ， B1~5 ， C1~4， D1 ・ 2層に，南トレンチでA1~4， B1~ 
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6， D1~6 ， E1・2層に分層される(第3表) 0 B 1層は，十和田a火山灰 [To-a，915年降下]と

考えられる灰白色粉状パミスの混じる黒~黒褐色土層である。また， D層は築地崩壊土の一部

と考えられる。

出土遺物 サブトレンチ内より 須思器杯・大護士師器杯・斐の破片が出土した。

3 外郭西辺北部(第 107次調査)

位 置 第107次調査地点は，志波城外郭西辺北部にあたり，平成22年度(2010)にSF170外郭西辺

築地塀跡本体の積み土を確認した第104次調査地点の南約100m~こ位置する。また，外郭築地線

南西角より北に約360mの地点に位置する。

目 的 本調査では，第E期整備における当該地の環境整備に先立ち，外郭西辺築地塀，築地外溝，

櫓跡(外郭南辺で、は約60m間隔に櫓、跡を確認)，外大溝の位置の検出，及びそれらの残存状況の

確認を行うことを目的に実施した。遺構の精査は，サブトレンチによる最小限のものとして遺

構保護を図った。

検出遺構 本調査は東西2箇所に調査区を設定(第10図) ，東側のA区において外郭西辺築地線(SF 

1 70) ，築地外溝跡 (SD170) を検出した。また西側のB区において外郭西辺外大溝跡

(SD070) ，土塁跡 (SX070)を検出した。各遺構の精査は，サブトレンチによる最

小限のものとして遺構保護を図った。

報 道 なお発掘調査期間中に地元ラジオ局(エフエム岩手)による番組中継があり，また調査速

報が地元新聞(岩手日報)で報道された。

S F 1 70外郭西辺築地線・ SX 1 72地業(第11・12図)

位置・規模 A区東端を南北に築地棋が通ることを確認した。築地塀本体となる積み土は検出されず，築

地塀建設のための足場穴や築地崩壊土なども確認できないことから，現在の調査区内は志波城

期である9世紀初頭当時より削平されていることが確認された。掘込地業も確認されなかった

が，地山黒褐色土・暗褐色土が非常に硬く締まっている状況が確認され，重量のある構造物

(築地塀)が乗っていたことを示すものと考えられる。

地 業 SX172は A区北東部で検出された黄褐色シルト粒と黒褐色土粒が混じる人為堆積土(

J層)の広がりであるが，検出面からの深さが浅く，また底面には凹凸があり，築地線の犬走

りを整形する何らかの地業と推定される。

櫓 この築地線の西側 SD170築地外溝との聞に柱掘方の平面プランは検出されず， A区内

には櫓が建設されなかった(少なくとも外郭南辺のような築地塀をまたぐ構造の櫓は建設され

なかった)ことが確認された。

S D 1 70外郭西辺築地外溝跡(第 11・12・15図)

位置・規模 SF170築地線の西側に平行して 南北に走ることを確認した。検出面での溝幅は，南端

で3.9m，北端で6.4mを測る。サブトレンチによる精査では，検出面からの深さは，底面まで
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掘り下げた調査区北端のサブトレンチlで、0.85mを測る。

埋 土 埋土は， A1・2， A'l・2，B1， B'l・2，C1・2，D 1， E 1・2，F1・2層に分層される

(第4表)。上部のA.A'層が，褐色シルトを主体とした急激な水成堆積(洪水堆積) ，それ

より下部は自然堆積の黒~黒褐色土が主体となるが (B~F層) .ほほ中間にあたる D層は，

十和田a火山灰と考えられる灰白色粉状パミスの多く混じる黒色土層である。 溝の底面は基盤

の砂蝶層を掘り込まない。

出土遺物 A区南端のサブトレンチ3より須恵器杯(第15図04，第2表)， A区中央北部 SD170築地外

溝跡検出面より須恵器大斐破片が出土した。 04は，築地外溝の築地塀側肩上部付近の E2層か

ら破片がまとまって出土した。胎土の色調は志波城跡で特徴的な白色に近いクリーム色を呈

し底面は回転糸切り無調整。志波城期である9世紀前葉の年代が考えられる。

S0070外郭西辺外大溝跡・ SX070土塁跡(第13・14・16図)

位置・規模 SD070はB区中央を南北に走る溝跡で， SD170築地外溝跡より芯々で、約35.0m西に

位置する。検出面での溝幅は 調査区南端のサブトレンチ2で、3.7m，北端のサブトレンチlで

4目1mを測るが，ともに旧建築物の撹乱により上端が大きく壊されており，本来は4.5m前後あ

ったものと推定される。溝の深さは サブトレンチ2で検出面より 1.7mを測る。

埋 土 埋土は， Al， Bl， C1~3， D1， El， Fl， G1~3， H1~5層に分層される(第4表)0 A . 

B層は砂礁の混じる自然堆積の黒褐色土主体層 その下のC層がSD170-A層と同ーと考

えられる褐色シルトを主体とした急激な水成堆積(洪水堆積)である。その下は自然堆積層が

続くが，黒色土が主体のD層の下となる E層は，十和田a火山灰と考えられる灰白色粉状パミ

スの多く混じる黒褐色土層である。溝底面は砂牒層を掘り込んでいるが，最下部のH層には，

土塁崩壊土と考えられる褐色シルトと黒褐色土のブロックが確認された。

土 塁 また， B区北西隅でで、地山黒色土の盛り上がりと積み土状のA'l層(第4表)が幅約0.7mで

出され'外大溝に伴う土塁の基底部の痕跡(SX070)と考えられる。

遺構外遺物 以上，志波城期の遺構・遺物のほか，表土より，近世~幕末・明治の中国染付小鉢，肥前
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染付皿，瀬戸・美濃染付なます皿・猪口，大堀相馬灰柑茶碗の破片，寛永通賓(新寛永)な

どが出土している。また，大正~昭和初期の「サクラビールJ (福岡県門司工場，大正2年創

業)ガラス瓶，昭和30年代以降の「三ツ矢サイダー」ガラス瓶， I岩手牛乳」ガラス瓶，昭和

40年代の「岩手JIIJ I株式会社浜藤酒造庖」清酒瓶，蓋に ITHEATHENAINK MARUZEN 

TOKYOJとあるガラスインク瓶， Iトウゴー白書現像液」ガラス薬瓶， Iイホコロリ」ガラ

ス薬瓶， IIW ABUCHIJ (岩淵電気工業，明治18年創業) ・11927J (昭和2年)銘の碍子

(電線用の陶器製絶縁体)，一銭銅貨(明治六年銘)など，明治~戦前，戦後~高度経済成長

期の世相が伺える遺物が出土している(写真第22・23図版)。



4 外郭西辺中央部(第 108次調査)

位 置 第 108次調査地点は，志波城跡の外郭西辺中央部にあたり，平成 22年度 (2010)にSF 170 

外郭西辺築地塀基底部の版築の積土を確認した第 104次調査地点から約 220m南に，また平成

24年度 (2012)にSD170外郭西辺築地外溝・ SD070外大溝を確認した第 107次調査地

点から約 120m南に位置する。また，外郭築地線南西角より北に約 240mの地点，また政庁西

門の位置から西に延長した外郭西門推定位置より南に約 80mの地点に位置する。

目 的 本調査では，外郭西辺築地線，築地外溝，櫓(掘立柱の掘方，外郭南辺で、は約60m間隔に築

地塀をまたぐ形式の櫓を確認)，外大溝の検出，及びそれぞれの位置関係，埋土の堆積状況等

の確認を行うことを目的として実施した。

検出遺構 本調査は東西2箇所に調査区を設定(第17図) ，東側のA区において外郭西辺築地線(SF 

1 70) ・基壇 (SX173)，築地外溝跡 (SD170)を検出した。また西側のB区にお

いて外郭西辺外大溝跡 (SD070)を検出した。各遺構の精査は，サブトレンチによる最小

限のものとして遺構保護を図った。

出土遺物 A区表土より須恵器壷の口縁~頚部の破片が1点出土したのみで，各遺構の検出面・サブト

レンチから古代の遺物の出土はなかった。

公開・報道 なお，発掘調査成果の現地公聞を平成25年11月 11 日 ~15日に行い，その様子が地元新聞(岩

手日報・盛岡タイムス) ・テレビ(岩手めんこいテレビ)で報道された。

S F 1 70外郭西辺築地線(第19・20図)

位置・規模 A区の東側に隣接する南北に走る市道官台線内に SF170築地塀があったと推定される。

第104次調査の成果より築地塀の基底幅を約2.6m(8.5~9尺)とすれば，築地塀本体の基底部は

調査区外となる。 A区東端には，塀本体の基礎となる基壇の版築と考えられる積土 (SX 

1 73， K1層)，及び築地崩壊土 (H層)が検出された。基壇の幅は7.5~8.2m (築地塀推定

中心線から折り返した場合)と推定される。

足 場 穴 サブトレンチでは，築地塀建設時の足場穴と考えられるピットが検出され，基壇の版築積み

土の上からの掘り込みを確認した。

櫓 一方，築地線沿いに柱掘方(掘立柱建の西側柱筋)の平面プランが検出できないことから，

A区内には掘立柱の櫓が建築されなかった(少なくとも外郭南辺にある築地塀をまたぐ形式の

櫓はない)と考えられる。

S 01 70外郭西辺築地外溝跡(第19・20図)

位置・規模 S F 1 70築地塀の西側に平行して南北に走ることを確認した。検出面で、の溝幅は6.5m以

上，西側の上端プランは調査区外となった(推定幅7~8m)。サブトレンチにおける溝の深さ

は，検出面より1.65mを測る。

埋 土 埋土は， A l'・ 1~7， B1~4; C1， D1・2，E 1， F1層に分層される(第5表)。埋土上半

0.9mには褐色シルト及び砂が互層状に厚く堆積しており (A層) ，水成堆積の特酸から大規
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模洪水層と考えられる。この大規模洪水層の下に黒色~暗褐色土層が堆積し (B層)，そのさ

らに下に十和田a火山灰と考えられる灰白色粉状パミスの多く混じる暗褐色土層(C層)が確認さ

れた。溝の底面は基盤の砂喋層を掘り込まない。

SD070外郭西辺外大溝跡(第18・20図)

位置・規模 SD070はB区中央を南北に走る溝跡で， SD070外大溝跡中心線と SD170築地外

溝跡中心根の距離は， 33.9m(1l3尺)を測る。また，検出面における溝の上端幅は5.2m，深さは

検出面より1.75mを測る。

I里 士 埋土は， A1， B1~6 ， C1~3 ， D1， E1・2，F1， G1， H1~3 ， 1 1~3層に分層される(

第5表)。埋土上半l.lmに， S D 170外大溝跡埋土と同様の厚い褐色シルトを主体とした層(

大規模洪水層)が確認でき (A~C 層)，自然堆積の黒褐~暗褐色土層 (D . E層)をはさんで

その下に十和田a火山灰と考えられる灰白色粉状パミスが混じる層(F層)が堆積する状況が確認

できる。 溝底は地形の基盤にある砂喋層を掘り込んでおり，壁際に土塁(外大溝を掘り上げた

土で構築)崩壊土である褐色シルトと黒色土のブロック(日層) ，底面には砂離が多く混じる

溝壁面崩壊土(I層)が確認された。

5 外郭南辺西部(第109次調査)

位 置 第109次調査地点は，志波城跡の外郭南辺西部にあたり，平成3年度(1991)の第57次調査にお

いて検出された SD 0 1 0外郭南辺外大溝跡底面の SB 0 1 0橋脚跡(南外大路横断木橋)か

ら西に約230mの地点に位置する。

経 緯 本地点をほぼ東西に通過する基幹農業用水路「鹿妻新堰」は，志波城跡の史跡指定地境界線

の南に隣接する(水路用地は史跡指定地外)。老朽化したこの用水路について，平成25年度

(2013)に史跡隣接地の部分の改修工事を行うと事業主体である岩手県盛岡広域振興局農政部農

村整備室から岩手県教育委員会生涯学習文化課及び当市教育委員会歴史丈化課に協議があっ

た。工事は史跡指定地外である水路用地内にすべておさまる設計であることから，史跡隣接地

の埋蔵文化財包蔵地として扱うこととなった。また国史跡・歴史公園に隣接していることか

ら，公園来訪者の安全と景観保護のため，振興局農村整備室と水路管理者である鹿妻穴堰土地

改良区及び当市教委が協議し，ボックスカルパートによる暗渠化を図ることで合意し着工し

た。工事中は掘削時に県教委生涯学習文化課と市教委歴史文化課が立ち会った。

史跡践損 しかし施工時に誤って重機で史跡境界線を越えて掘削してしまい，地下保存していた外郭
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南辺外大溝の一部を破壊し埋土断面が露出した(平成25年12月25日当市教委歴史丈化課職員が

現地確認時発見)。市教委は，現地史跡境界を越境していることを確認のうえ， 12月27日に県

教委生涯学習丈化課史跡担当職員と共に致損状況を確認，県教委は丈化庁に一報を入れた。平

成26年1月7日に振興局農村整備室は県教委に経過報告， 1月8日に県教委生涯学習丈化課と

市教委歴史文化課は上京し丈化庁担当官に報告，以後の対応について協議した。 1月10日午後

に県振興局農村整備室は現地にて記者発表を行い，後日知事も定例記者会見で本件を謝罪，新



聞・テレビ等で広く報道された。

調 査 上記経過の中で，致損状況の記録調査を当市教委が行った。 1月28日には，調査結果報告と

県教委・市教委の意見書と共に，復旧にかかる史跡現状変更申請・き損届・顛末書を県振興

局・県教委・市教委が上京し文化庁へ提出した。 2月14日に文化庁から遺憾通知付きで復旧の

現状変更が許可となった。

復 旧 その後，遺構断面を養生し埋め戻された。

S 001 0外郭茜辺外大溝跡(第8図)

殻損状況 SD010外大溝跡は，約5.0rrlにわたり重機による掘削により段損しその底面の一部のみ

が残存していた。断面の記録調査は可能であったが 底面については 既に施工されたコンク

リート構造物や砕石敷により撹乱され，平面形の検出は不可能であった。出土遺物は確認でき

なかった。

規 模 本調査区は， SD010外大溝跡を西南西から東南東に斜めに横断しており，遺構の南側上

端のみが検出され，北側上端は調査区外となる。 溝跡の上端幅は14.0m以上，下端幅は7.lm以

上と考えられる。現地表面から遺構検出国までの深さは0.7m前後，検出面から溝底面までの

深さは1.6mを測る。

埋 土 壇土は自然堆積であり， A~D層に分層される。 A層は暗褐色土を中心とし，褐色シルトが

粉状にわずかに混じる。 B層は褐色シルトを中心とした水成堆積であり，外郭西辺等でも確認

されている大規模洪水層と考えられる。 c層は黒褐色土を中心とし，褐色シルトを粉~粒状

に混じる。 c層下部には十和田a火山灰と考えられる灰白色粉状パミスが混じる層がある。 D

層は溝壁面直下に堆積し 褐色シルトと黒褐色土を中心に，径3~10cmの礁が混じるものであ

り，外大溝外側に盛られていた土塁や溝壁面崩壊土と考えられる。

6 郭内北部(第110次調査)

位 置 第110次調査は，個人住宅建替えに係る現状変更に伴う事前調査として実施した。当該地は

志波城跡の郭内北部にあたり，平成2年度(1990)に志波城期 (9世紀初頭)と考えられる掘立柱

建物跡3棟，竪穴建物跡l棟などを確認した第51次調査区から約60m西に位置する。志波城北部

に入り込む旧河川(運河と想定)の北方にあり，荷揚げ施設等の建物跡が存在する可能性があ

った。

調査内容 住宅建築範囲を重機により表土除去し現地表面下45~50cmの褐色シルト上面で遺構の有

無を確認したが，遺構・遺物とも検出されなかった。当該地の南に隣接する昭和57年度(1982)

の第25次調査，南西約30mに位置する平成11年度(1999)の第84次調査でも遺構・遺物が検出さ

れておらず，周辺が志波城郭内北部における遺構密度の非常に薄い地区であったことが確認さ

れた。

15 



第105次

第 3章 総括

1 調査のまとめ

平成23~25年度は，第105~ 1l0次調査を実施し，第2章に記述した結果が得られた。以下，

遺構の検出された第105~109次調査の内容を総括する。

第105次調査

郭内北部・北東部で実施した第105次調査では，平安時代初頭の竪穴建物跡7棟(兵舎， S 

I461~46 7)，古代以降の土坑4基 (SK858~861) ・溝跡3条 (SD829~

8 3 1)などを検:出した。

竪穴建物 3・4区で確認された竪穴建物跡のうち，全体形を検出したのは S1466とS1467のみ

であり，一辺は3.3~4.3m を測る。竪穴建物跡の検出面からは9世紀前葉の特徴を示す須恵器杯

が出土し，いずれも志波城期の兵舎と考えられる。 S1 461を3区で最も西に検出し，外郭

東辺築地線から約155mに位置するが， これまで兵舎(竪穴建物)は外郭築地線の内側約100m

付近までしか検出されておらず，郭内北東部においては兵舎域が大きく西側(城内側)に広が

っていたようである。

第106次調査

第106次 外郭東辺南部で実施した第106次調査では SD130築地外溝跡を検出した。

築地外溝 外郭東辺の築地外溝跡は，調査区西側隣接の県道盛岡和賀線下を築地線とする想定通りの位

第107次

置に検出され，推定溝幅約7m，検出面からの深さ1.0mを測る。またその断面形も，底面から

急峻に立ち上がり，途中から屈曲して傾斜を緩くするという，外郭東辺他地点の過去の調査成

果と共通する規格的なものであった。

第107次調査

外郭商辺北部で実施した第107次調査では， SF170築地線， SD170築地外溝跡， S D 

070外大溝跡， SX070土塁跡などを検出した。

築 地線 SF170築地線は， A区東端を南北に通るものであるが，直接的な痕跡である築地本体の

積み土や基壇，掘り込み地業などは検出されず，地山黒色土・暗褐色土が非常に硬く締まって

いる状況が確認された。なお，築地線西側に掘立柱の掘方は検出されず， A区内には掘立柱の

櫓が建築されなかったことが確認された。

築地外溝跡 S D 1 70築地外溝跡は，築地線の西側に確認され，検出面での溝幅がA区南端で'3.9m，
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北端で6.4mと調査区内で大きく変化しており，検出面からの深さも A区南端では0.85mを測る

が，北端ではそれ以上と推定される。埋土はA.A'~F層に大別され，上部のA. A'層が褐

色シルトを主体とした水成堆積層(大規模洪水層) ，ほほ中間にあたるD層は灰白色粉状パミ

スが混じる黒色土層であり，十和田 a火山灰 [To同a，915年降下]と考えられる。



外大溝跡 SD070外大溝跡は， B区中央部を南北に走り，溝幅は本来4.5m前後あったものと推定さ

れた。検出面からの深さは， B区北端で1.7mを測り，基盤の砂喋層を掘り込んでいる。埋土

は， A~日層に大別され， c層が褐色シルトを主体とした水成堆積層(大規模洪水層) ， E層

は十和田a火山灰と考えられる灰白色粉状パミスが多く混じる黒褐色土層であり，それぞれA

区SD170築地外溝跡のA層， D層に対比される。

土 墨 跡 SX070土塁跡は， B区北西隅に地山黒色土の盛り上がりとその上の積み土状土(薄く締

った褐色シルト)が幅約0.7mで、検出されたものである。

第108次調査

第108次 外郭西辺中央部で実施した第108次調査では， SF170築地根， SD170築地外溝跡，

SD070外大溝跡などを検出した。

築地基壇 外郭築地塀本体はA区東側に隣接する市道内にあったと推定され，調査区内では基壇版築の

積み土 (SX173)が検出された。なお，調査区内に掘立柱の掘方は検出されず， A区内に

は掘立柱の櫓が建築されなかったことが確認された。

築地外溝跡 SD170築地外溝跡は， SF170 築地娘の西側に確認され，検出面での溝幅は推定7~8

m，検出面からの深さはサブトレンチにおいて1.65mを測る。埋土はA~F層に大別され，上

部のA層が褐色シルトと砂が互層状となる水成堆積層(大規模洪水層)，黒色~暗褐色土のB

層をはさんでその下のC層は十和田a火山灰と考えられる灰白色粉状パミスが多く混じる暗褐

色土層である。

外大溝跡 SD070外大溝跡は， B区中央部を南北に走り，検出面で、の溝幅は5.2m，検出面からの深

さはサブトレンチにおいて1.75m を測り，基盤の砂蝶層を掘り込む。埋土はA~I 層に大別さ

れ，埋土上半l.lmの A~C層が褐色シルトを主体とした厚い水成堆積層(大規模洪水層) ， 

黒褐色~暗褐色土のD.E層をはさんでその下のF層は十和田a火山灰と考えられる灰白色粉

j犬ノfミスが多く混じる。

第109次

外大溝跡

第109次調査

外郭南辺西部で実施した第109次調査では， SD010外大溝跡の断面を検出した。

SD010外大溝跡の遺構検出面からの深さは1.6mを測り， A~D層に大別される土層が観

察された。このうち B層は褐色シルトが主体の水成堆積層で、あり，外郭西辺の第107・108次調

査の所見から，大規模洪水層と考えられる。また， C層下部には黒褐色土に灰白色粉状パミス

の多く混じる層があり，十和田 a火山灰と考えられる。
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2 外郭西辺の門と櫓の配置

調査履歴 平成25年度までに外郭西辺築地線沿いでは，第5次調査(昭和52年， r方八丁概報77，1，本

書第21・22図に再掲載) 第104次調査(平成22年， r志波城概報10j) ，そして本書掲載の

第107・108次調査を実施しているが(第9図)，いずれの調査区からも掘立柱の掘方は確認さ

れておらず，その配置を直接的には知ることが出来なかった。以下，門と櫓について同年代に

陸奥国北部に造営された胆沢城跡と徳丹城跡の調査成果を確認する。

胆沢城跡 奥州市に所在する胆沢城跡は，延暦二十一年 (802) に坂上田村麻呂により造営され，大同

三年(808)には鎮守府が多賀城より移転している。これまでの調査により，外郭東西辺で櫓が確

認されているが，外郭東西門は未確認で、ある(高橋2004)。櫓配置は約67m(225尺)間隔の

可能性が考えられており 櫓構造は築地塀をまたぐ掘立柱形式である。

徳丹城跡 矢巾町に所在する徳丹城跡は 弘仁三年 (812)に丈室綿麻呂により造営され，志波域廃絶

後の後継城柵として機能した。これまでの調査により，外郭四辺で櫓・門が確認されている(

西野2004)。門は四辺とも三間一戸の八脚門であり，政庁から外郭にのぴる城内大路も確認さ

れている。櫓配置は約70m(235尺)間隔であり 櫓構造は築地塀(一部は丸太材木塀)をま

たぐ掘立柱形式である。

志波城跡 上記2城柵の調査成果から 志波城跡外郭西辺の設計は以下のように推定される。

18 

-外郭西門の位置:域内西大路は検出されていないものの，徳丹城跡の例から，外郭西門の位

置は，政庁西門 (SB570)から直線的に外郭築地親 (SF170)に向かう位置と推定

される。なお，外郭西門の形式については，徳丹城跡の例から，五間一戸の櫓門(外郭南門

と同規模)または三間一戸の八脚門(政庁南門と同規模)と考えられるが，政庁の例から南

辺を重視する設計であったとすれば，八脚門であったと推定される。

-外郭西辺櫓の構造:胆沢城跡・徳丹城跡ともに外郭東西辺の櫓構造は外郭南辺と同様である

ことから，外郭西辺櫓の構造は，外郭南辺と同様の築地塀をまたぐ桁行2間・梁行l聞の掘立

柱形式と推定される。

-外郭西辺櫓の配置:徳丹城跡の例から，外郭西辺櫓の配置は，外郭酉門も含めほほ等間隔で

あったと推定される。

以上の推定される設計をもとに，第5・104・107・108次調査地点に掘立柱が検出されなかっ

たという条件を加えると，志波城跡の外郭西辺の様相は以下のように想定される。

外郭西門(推定三間一戸八脚門)の南に3基(南西隅を除く) ・北に6基(北西隅を除く)

の築地塀をまたぐ掘立柱櫓が約76.5m(255尺)間隔で建ち並ぶ。

上記の想定は，外郭南辺における外郭南門(五間一戸櫓門)の東西に各7基(南西・南東関

を含む)の築地塀をまたぐ掘立柱櫓が，約60m(200尺)間隔で建ち並ぶという調査成果と比



較すると外郭西辺の櫓間隔は16.5m(55尺)長い。また，胆沢城跡・徳丹城跡の外郭櫓間隔

よりも少し長いということになる。しかしこれはあくまで現時点での状況証拠から推定を重

ねたものであり，その事実の解明のためには今後，以上の内容を検証する発掘調査を計画的に

実施していく必要がある。

[51用文献]

高橋千品 2004 I胆沢城と蝦夷社会Jr古代蝦夷と律令国家』蝦夷研究会編 高志書院

西野修 2004I徳丹城と蝦夷社会Jr古代蝦夷と律令国家j蝦夷研究会編 高志書院
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3 大正・昭和初期のガラス瓶(サクラビール)

ガラス瓶 平成24年度の第107次調査において，遺構外表土の出土遺物ではあるが， Iサクラビール」

と浮き出し文字のある特徴的なガラス瓶が出土した。

特 徴 瓶の特徴を観察すると，高さ28.5cm，口径2.5cm，肩幅8.3cm，底面径7.0cmで、あり，底部の

一部が削られ，全体的にヲ|っ掻き傷があるほかは完形であり，いかり肩の所謂「大瓶サイズ」

のビール瓶である。瓶色は よく見られる茶色ではなく緑色であり，肩部に右読みで、「登録商

標Jの浮き出し文字とともに桜花のマークが陽刻され 胴部下端には ISAKURABEERJと

右読みで、「サクラビール」の浮き出し文字，底面には ITGCJの浮き出し文字がある。ラベ

ルは残存していない(写真第23図版)。このサクラビールとは いつどこで製造されたビール

なのか。

サクラビール 今から約100年前の明治45年(1912)，福岡県門司市(現北九州市門司区)の山田弥八郎らが，当

時隆盛を誇っていた神戸の鈴木商庖の援助を受け， I帝国麦酒株式会社Jを設立，翌大正2年

(1913)には工場が完成してビール醸造を開始した。この九州に初めて誕生したビールのブラン

ド名が「サクラビールJであった。

ビール小史 日本におけるビール醸造の歴史は，大きく分けて横浜と札幌で始まり，横浜で設立された

のが後の「麟麟麦酒株式会社」であり，ブランド名を「キリンビール」として現在に至る。

一方，札幌で設立されたのは「札幌麦酒会社Jであるが，明治39年(1906)に「日本麦酒株式会

社JI大阪麦酒株式会社」と3社合併して「大日本麦酒株式会社Jとなり，ブランド名を「サ

ッポロビールJ IヱピスビールJ IアサヒビーjレJとした(神奈川県立歴史博物館2006)。大

正3年(1914)に始まった第一次世界大戦は日本に好景気をもたらし， 日本製のビールは海外輸

出が本格化すると同時に国内消費の拡大が加わり，業界は活況を呈した。そのような中で登場

した「サクラビール」は人気を博し，最盛期には国内シェア9%，国内第3位となるほどであっ

た。当時，ビールという洋風な商品を人々にアピールするため，所謂「美人画ポスターJが飲

食庖や小売店の居頭に盛んに掲示されたが， Iサクラビール」も多くポスターを印刷した(サ

ッポロビール博物館1998) 。現存するものは，約100~80年を経てレトロポスターとして市場

流通し人気を博している(写真第24図版)ほか，大正~昭和初期の世相を示す小道具として舞

台や映画の背景に登場することもある。創業後の会社の経緯をたどると，昭和4年(1929)に社名

を「桜麦酒株式会社」に改称したが，昭和国年(1943)に大日本麦酒株式会社と合併することと

なり，それに伴い30年続いた「サクラビール」のブランドは消滅してしまった。

瓶製造 次に，瓶底面の ITGCJの浮き出し文字についてであるが，一散に瓶の底面には製瓶メー
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カーの略号や記号がつけられることが多い。日本で初めて本格的な国産ビール瓶の製造に成功

したのは「有限責任品川硝子会社」であり，明治22年(1889)のことであった(山本1990)。当

時はまだ職人がガラスを吹く方法で瓶が製造され，日本人のほかドイツ人の職工が月産8~9万

本の瓶を製造，その多くが「キリンビールJに採用された。しかしその当時でもビール瓶は

輸入ビールの空き瓶(古瓶)と輸入した瓶(新瓶)に頼っていたのが実情であり，特に輸入の新瓶

は高価で、あった。そのような中，明治23年(1890)に設立された「田中硝子会社」は良質な国産



ビール瓶の製造に成功し，輸入の新瓶より安く納入することで明治36年(1903)には月25万本の

ビール瓶を供給した。やがて田中硝子のつくる日本製のビール瓶は，海外へ輸出されるまでに

成功する。田中硝子会社は，明治31年(1989)に改組して「東洋硝子株式会社」と改称し，大日

本麦酒株式会社が東京で製造する「ヱビスビール」と「アサヒビール」が東洋硝子のビール瓶

に詰められた。このような経過からすると. iTGCJは東洋硝子株式会社の英語表記の頭文

字を使った略号と考えられ，そのビール瓶の供給先が九州の「サクラビール」へも延びていた

ことが推察される。なお，瓶色の違いについては参考とできる文献に当たることが出来なかっ

たが，当時のビール広告ポスターに描かれる瓶色はすべて茶色であり(サッポロビール博物館

1998) .続色は少数派だったと思われる。

埋没経過 以上，第107次調査出土のビール瓶は，大正時代に九州初のビールとして誕生した福岡県北

九州市門司に工場があった帝国麦酒株式会社(のちに桜麦酒株式会社に杜名変更)の「サクラ

ビールJの緑色のピール瓶であることがわかった。それではなぜ，九州から遠く離れた岩手県

盛岡市の農村地帯の一画に，このビール瓶が埋没することになったのであろうか。考えられる

可能性はいくつかある。ビール瓶に限らず，空き瓶そのものは転用されることが多く，昔の地

方の清涼飲料水(地サイダーなど)会杜では数多く流通していた当時の「三ツ矢サイダー」瓶に

自社ラベルを貼って使用しており. iサクラビールJ瓶に形状が同じ大日本麦酒株式会社の

「サッポロピール」や「アサヒビール」のラベルが貼られて岩手，盛岡に来た可能性がある。

あるいは，九州の「サクラビール」瓶そのもの(もちろん当時はラベル付きであったと思われ

るが)を珍しいものとして盛岡の自宅に持ってきたが，事情を知らない家人が廃棄してしまっ

た， とも考えられる。この瓶の製造から廃棄までの聞に， どのようなストーリーがあったのだ

ろう。

登録文化財 なお. iサクラビールJが製造されていたレンガ造りの工場施設は，平成12年(2000)までサ

ツポロビール門司工場(九州工場)として稼働していたが，現在は「門司赤煉瓦プレイス」とい

う集客施設として整備され(国登録有形文化財「旧帝国麦酒門司工場J) .資料館(北九州市

門司麦酒煉瓦館)やレストラン，地域交流施設となっている。

復刻ビール また，平成24年3月までの期間限定で「門司港地ビール工房」という地元会社が，サッポロ

ビール株式会社所有の成分表をもとに「サクラピール」を復刻販売し，大正時代のラベルも復

刻された。その復刻ラガービールの特徴は. i糖度高く，芳醇なる香味，淡い暁王白色にて色沢

鮮麗Jだそうである。
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第2表第105・107次調査出土土器観察表

形態 出土 寸法 Icm) 底部切離等 器面調整 特徴

図 エ官£ちロ 写真 遺跡、名 時日 次数 遺構1'，
台帳

区分 器種 平而位置 層位 器高 口径 体径 底径 口径/底径 口径/帯同 外商 内而
図版 No 

6 。l 22 志波城 05W 105 51461 II 須恵器坪 土器No.l 検出而 4.6 13.3 7.0 1.9 2.9 
凶転ヘラ切り後八ラ

クリ ム色胎土
ナデ再調整

6 02 22 志波域 05、v105 SI161 12 須恵器 部(小型) 土器 No.2 検出面 4.0 9五 6.2 1.5 2.4 部回転ヘラヘナデラ切手り後4 底面に火樫

外面。底面に火

6 03 22 志波城 OSW 105 4東医 l 須恵器 坪(小型) 遺構外 検出面 3.7 8.9 5.2 1.7 2.4 ヘラケス♂リ再調整
体部下端へ 禅十外面一部
ラケズリ 内面にi宰状有機

質膜付着

形態 出土 寸法 (cm) 底部切離等 器面調整 特世主

凶 番 号
与真

遺跡名 略号 /](数 遺構名
台帳

i正分 器種 平面位置 屑位 器高 口径 体径 底径 口径/底径 口径/器高 外面 内面
図版 No 

15 叫 22 止、波城 OSW 107 5Dl70 11 須恵器均二 サフトレンチ 3 E2 4.3 13.9 7.0 2日 3.2 同転糸切無調整 ク'Jーム色胎土

第3表第106次調査遺構土層観察表

遺構名 層名 王要土 含有土 硬軟 密度 その{也

土色(JIS) 土性(略号) 土色リIS) 土性(略号) 状態 % 

SDl30 Al 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR2/2里褐色 SiCLシルト質埴壌土 5 

築地外溝跡 A2 10YR2/3-2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 20 

(北トレンチ) A3 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/2-2/1黒褐~黒色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 30 

Bl 10YR2/3-2/2里褐色 SiCLシJレト質埴壌土 10YR4/4褐色 SiCLシルト質埴壌土 5 

灰白色 粉状パミス 極わずか 十和田 a火山灰

B2 10YR2/2-2/1黒褐~里色 ヨCLシルト質埴壌土 10YR4/4褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 10 

B3 10YR3/3-2/3暗褐~黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 10 

B4 10YR2/3-2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~粉状 20 

B5 lOYR2/3里褐色 SiCLシJレト質埴壌土 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 20 

Cl 10YR2/3-2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR4/4-4/6褐色 日CLシルト質埴壊土 粉状 40 

C2 lOYR2/2-2/1黒褐~黒色 SiCLシル?質埴壌ヒ 10YR4/4-4/6褐色 日CLシルト質埴壌土 粉一塊状 40 

C3 lOYR2/3-2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~塊状 50 

C4 10YR2/2-2/3黒褐色 SiCLシJレト質埴壌土 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質塙壌土 粉一粒状 50 

Dl 10YR4/4褐色 SiCLシJレト質埴壌土 10YR2/3-2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~塊状 30 築地崩壊土

D2 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/3-2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~塊状 50 築地崩壊土

10YR3/3暗褐色 日CLシルト質埴壌土 粉状 30 

遺構名 層名 主要士 合有土 硬軟 密度 その他

土色日IS) 土性(略号) 土色リIS) 土性(略号) 状態 % 

SDl30 Al 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR2/2里褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 5 

築地外溝跡 A2 lOYR2/3-2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 20 

(南トレンチ) A3 lOYR2/3黒褐色 SiCLシルト質塙壌土 10YR3/3時褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 5 

A4 10YR2/2-2/1黒褐ー黒色 SiCLシルト質埴壌土 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 10 

10YR4/6褐色 SiCLシJレト質埴壌土 粉ー塊状 10 

Bl 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR4/6-4/4褐色 粉状パミス 粉~塊状 30 ト和国 a火山灰

B2 lOYR2/3黒褐色 SiCLシルト質塙壌土 lOYR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 1日

B3 10YR3/3-2/3暗褐~里褐色 SiCLシルト質埴壌 t 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 20 

s4 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 5 

B5 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1-2/2里~里褐色 SiCLシルト質埴壌土 10 

10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 20 

B6 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR2/1-2/2黒~黒褐色 SiCLシルト質埴壌土

10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 40 

Dl 10YR3/3-3/4精褐色 SiCLシJレト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉一塊状 50 築地崩壊土

D2 lOYR3/3-3/4暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiCLシルト質塙壌土 粉状 30 築地崩壊七

D3 lOYR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/3-2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~塊状 50 築地崩壊士

D4 10YR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 40 築地崩壊土

D5 10YR3/3-3/4暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 築地崩壊土

D6 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 40 築地崩壊土

10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 5 

El 10YR2/1-2/2黒~黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質塙壌土 塊状 30 

E2 10YR4/4-4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR2/3里褐色 SiCLシルト質埴壌土 30 

10YR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 30 
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第4表第107次調査遺構土層観察表

遺構名 層名 主要t 含有士 硬軟 密度 その他

土色 UIS) 土性(略号) 土色 IJIS) 土性(略号) 状態 % 

SDl70 Al 1OYR3/2里褐色 SiCLシルト質埴壌土 1OYR2/3黒褐色 SiCLンルト質埴壌土 粒一塊状 10 硬 中 水成堆積

築地外i茸跡 lOYR4/6褐色 SL砂壌土 粒状 5 

A2 10YR4/6褐色 SL砂壌土 10YR312里褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 15 軟~中 粗~中 水成堆積

1OYR4/4褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 5 

10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 3 

A'1 10YRl.711里色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 20 中~硬 中

10YR4/6褐色 SL砂壌土 主主~塊状 10 

A'2 lOYR4/6褐色 SiLシルト質壌土 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 10 中 粗~中 水成堆積

1OYR4/4褐色 SiLシJレト質壌土 粒~塊犬 5 

Bl 10YR1.7/1黒色 SiCLンJレト質埴壌土 1OYR2/1旦色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 20 中~硬 中 砂磯混じる

10YR4/6褐色 SL砂壌土 粒~塊状 10 

B'1 10YR1.7/1黒色 日CLシルト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 20 中~硬 中

10YR4/4褐色 SiLシルト質壌土 粒ー塊状 7 

B'2 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 20 中~硬 中

10YR212黒褐色 SiLシルト質壊土 粒~塊状 5 

Cl 10YR2/2黒褐色 SiCLシlレト質埴壌土 1OYR1.7/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 10 rll~硬 中 砂磯混じる

C2 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 10YR1.7/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 申立~塊状 10 中~硬 l宇 砂磯混じる

10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 市立~塊状 3 

Dl 10YR2/1里色 SiCLシルト質埴壌土 10YR1.7/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 10 中~硬 中

灰白色 火山氏(粉状パミス) 15 十和田 a火山灰

El 1OYR1.7/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒色 SiCLシJレト質埴壌土 粒一塊状 15 硬 密 砂様多量に混じる

E2 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 1OYR1.7/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 5 中~硬 中 砂l喋混じる

10YR2/3里褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊羽 7 

Fl 10YR1.7/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/3黒褐色 日CLシルト質堰壌土 粒~塊状 3 中~硬 中 砂際混じる

10YR4/4褐色 SL砂壌土 粒~塊状 3 

F2 10YR2/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/2黒褐色 SiCLンル卜質埴壌土 粒~塊状 10 中~硬 中 砂磯混じる

10YR4/4褐色 SL砂壌土 粒~塊状 5 

遺構名 層名 主要土 含有土 硬軟 密度 その他

土色 UIS) 土性(略号) 土色 UIS) 土性(略号) 状態 % 

SX172 Jl 10YR5/6黄褐色 SiLシルト質壌土 10YR3/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 15 中~硬 中 人為堆積

築地線地業 lOYR2/2黒掲色 SiCLシルト質埴壌土粒~塊状 7 

遺構名 層名 主要土 含有土 硬軟 密度 その他

土色 IJIS) 土性(略号) 土色日IS) 土性(略号) 状態 % 

SD070 Al 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 12 中~硬 中 砂l喋混じる

外大溝跡 1OYR4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒状 5 

Bl 10YR212里褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/3黒褐色 日CLシルト質埴壌土 粒~塊状 10 中~硬 中 砂磯9;萱混じる

10YR4/6褐色 SiLシjレ「質壌土 粒状 5 

10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒状 3 

Cl 10YR3/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 15 中 中 水成堆積

10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 主主ー塊状 7 

C2 10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 10YR1.7/1黒色 SiCLシJレト質埴壌土 粒~塊状 10 中 中 水成堆積

10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 5 

C3 lOYR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR3/3暗褐色 日CLシルト質埴壌土 粒~塊状 10 硬 中 水成tl積
10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒状 3 

Dl 1OYR1.7/1黒色 SiCLンルト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 7 中一硬 中 砂磯少量混じる

1OYR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌一士 市立~塊状 5 

El 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YRl.711虫色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 5 中~硬 中 砂磯混じる

1OYR4/6褐色 SiLシルト質壌土 業主~塊状 3 

灰白色 火山灰(粉状パミス) 10 ト和田 a火山灰

Fl 1OYR2/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR212黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 15 I:I~~硬 中 砂磯多量に混じる

Gl 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 15 中 中~密

10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 主主~塊状 7 

G2 1OYR1.7/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 20 中 中~官

10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 主主状 3 

G3 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YRl.7Il黒色 SiCLシJレト質埴壌土 粒~塊状 15 中 中~密

10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 10 

Hl 10YR4/6褐色 SCL砂質埴壌土 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 主主~塊状 7 中 中 土塁崩壊土

10YR2/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 5 

日2 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 12 中 中~密 土塁崩壊土

10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 5 

H3 10YR4/4褐色 SL砂壌土 10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 10 中~硬 中 砂傑多量に混じる

H4 10YR4/4褐色 SL砂壌土 1OYR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 君主~塊状 15 中 中 土塁崩壊土

1OYR2/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 3 

H5 10YR4/4褐色 SL砂壌土 1OYR4/6褐色 SiLシルト質壌土 市立~塊状 15 中 粗~中 砂機多量に混じる

遺構名 層名 主要土 含有土 硬軟 密度 その他

土色リIS) 土性(略号) 土色 UIS) 土性(略号) 状態 % 

SX070土塁跡 A'1 10YR4/4灰黄褐色 SiLシルト質壌土 10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒一塊状 15 硬 中 版築積み土

10YR2/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 10 
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第5表第108次調査遺構土層観察表

遺構名 層名 王要土 含有土 硬軟 密度 その他

土色 IJIS) 土性(略号) 土色日IS) 土性(略号) 状態 % 

SF170築地線 Hl 10YR3/4暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 30 中~硬 中~密 築地崩壊土

日l' lOYR3/3暗褐色 SiCLンルト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 30 中~硬 中~密 築地崩壊土

H2 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質塙壌土 10YR4/6褐色 SiCLシル卜質埴壌土 粉~粒状 10 中~硬 中~密 築地崩壊土

SX173築地基壇 Kl 10YR4/6褐色 SiCLシルト質埴壊土 10YR3/4暗褐色 SiCLシjレト質埴壌土 粒状 20 非常に硬 密 基壇版築積み土

10YR2I2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒状 30 

遺構名 層名 主要土 含有土 硬軟 密度 その{也

土色(JIS) 土性(略号) 土色(JIS) 土性(略号) 状態 % 

SDl70 AI' 10YR6/6明責褐色 SiCシルト質埴土 10YR6/1褐灰色 SiCシルト質塙土 粉状 50 硬 密
水成堆積!旧水回床

土浸透

築地外溝跡 Al 10YR6/6明黄褐色 SiCシルト質埴土 10YR7/4にぶい黄糧色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 20 硬 密 水成堆積

A2 lOYR6/6明黄褐色 SiCシルト質埴土 lOYR512灰黄褐色 SL砂壌土 粒~塊状 50 硬 密
水成堆積 l砂磯多く

混じる，酸化鉄あり

A3 10YR5/4にぶい黄櫨色 SiCシルト質埴土 10YR7/4にぷい賞桂色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 41日 硬 密 水成堆積

A4 10YR5/2灰黄褐色 SiCンルト質埴土 10YR5/4にぶい黄櫨色 SiCシルト質埴土 粒~塊状 20 中~硬 中~密 水成堆積

A5 10YR5/4にぷい黄燈色 SiCシルト質埴土 lOYR7/4にぶい黄櫨色 SiCLシルト質埴壌土 主主~塊状 30 中~硬 中~密
水成堆積，縞状酸化
鉄見られる

A6 10YR4/2灰黄褐色 SiCシルト質埴土 10YR5/4にぶい黄褐色 SiCシルト質埴土 筋状 40 中~硬 中~密
水成堆積!ややグラ

イ化 1腐敗臭あり

A7 10YR5/1褐灰色 HC重埴土 lOYR5/4にぶい黄褐色 SiCシルト質埴土 粉状 5 中~硬 中~密
水成堆積，グライ化

粘土!腐敗臭あり

Bl lOYR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壊土 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 30 硬 密

B2 lOYR2/1里色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 20 硬 密

B3 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 5 硬 密

B4 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 30 硬 密

Cl 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR7/3にぶい黄積色 粉状パミス 粒~塊状 30 硬 密 十和田 a火山灰

Dl 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粒~塊状 10 硬 密

D2 lOYR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 粒状 10 硬 密

10YR5/4にぶい黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒状 10 

El lOYR5/4にぶい黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒状 10 硬 密 壁面崩壊土

Fl lOYR5/6黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR3/2黒褐色 HC重埴土 粒~塊状 50 硬 密 版築員占り底

遺構名 層名 主要土 含有土 硬軟 密度 その他

土色(JIS) 土性(略号) 土色汀IS) 土性(暗号) 状態 % 

SD070 Al lOYR6/3にぷい賞樫色 日CLシルト質埴壌土 10YR6/6明黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒状 5 硬 密 水成堆積

外大溝跡 Bl 10YR3/4暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒状 20 硬 密 水成堆積

B2 10YR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR3/4暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10 硬 密 水成堆積

10YR5/6黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 30 

B3 10YR3/4暗褐色 日CLシルト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 30 硬 密
水成堆積!磯少し混
じる

B4 10YR4/4褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 20 硬 密 水成堆積

B5 lOYR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR4/6褐色 日CLシjレト質埴壌土 粉状 20 硬 密 水成堆積

B6 lOYR3/4暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR4/6褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 20 硬 密 水成堆積

10YR5/6賞褐色 SiLシルト質壌土 粉状 30 

Cl 10YR5/6黄褐色 SiLシルト質壌土 10YR6/4にぷい黄鐙色 sι シルト質壌土 粒~塊状 50 硬 密 水成堆積

C2 10YR5/6黄褐色 SiLシルト質壌土 10YR6/4にぶい黄糧色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 30 中一硬 中~密 水成堆積!

10YR5/8黄褐色 5砂土 塊状 20 川砂が混じる

C3 lOYR5/6黄褐色 SiLシjレト質壌土 10YR6/8明黄褐色 SiLシルト質壌土 塊状 10 中 中 水成堆積?

10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 υ 戸 磯が少し混じる

Dl 10YR2/2黒褐色 日CLシルト質埴壌土 10YR3/2里褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 10 中 中

El 10YR3/3暗褐色 SiCLシル卜質埴壌土 lOYR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 5 中~硬 中~密

E2 lOYR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壊土 粉状 5 硬 密 燥が多く混じる

Fl lOYR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR6/3にぷい黄澄色 粉状パミス 塊状 50 硬 密 十和田 a火山灰

Gl 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR3/1黒褐色 日CLシルト質埴壌土 5 硬 密 礁が多く混じる

Hl lOYR4/3にぶい黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR31Z黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 塊状 20 硬 密 土塁崩壊土3

10YR5/6黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 塊状 20 磯が混じる

H2 lOYR212黒褐色 SiCLシJレト質埴壌土 10YR4/3にぶい黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 粒状 10 硬 密 土塁崩壊土

H3 10YR4/3にぶい黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR2/2黒褐色 SiCLシJレト質埴壌土 粒状 30 硬 密
土塁崩壊土 I擦が多
く混じる

Il lOYR4/3にぶい黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 量生1犬 5 中~硬 中~密 壁面崩壊土!

10YR5/6黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 20 小磯砂多く混じる

12 lOYR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壊土 10YR5/6黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉状 10 中~硬 中~密
壁面崩壊土， /J機・
砂多く混じる

13 10YR4/3にぶい黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 lOYR5/6黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 粉~粒状 10 中~硬 中~密
壁面崩壊土小磯

砂多く混じる
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SD070外大溝跡外郭西辺(第107次B区南半部)調査第14図
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SX070土塁跡S0070外大溝跡，外郭西辺(第107次B区)調査第16図
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SD070外大溝跡

1 : 100 。

外郭西辺(第108次B区)調査第18図



D
3
1
E
l
l
-引
プ

. 

. . . 

. . 

ョーザ
l

h凶
i
l
l
-
i

@ 一一一一 RX-120

一一一-RX-125

一一一-RX-130

築
地
崩
壊
土

/
!
¥
j
l
i
l
-
-
i
/
/
 

一一一-RX-135

SF170 

にL

T-ic' 

一一一-RX-140ヨ

l
-

・・
l

i

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

l

・・・・
Il

-
-
・
・
・
・
・
・

1

・・・・・・
a

i

-

-

-

-

-

-

1

1

・

S0170 

c 

エ
ト

7
A南区

よ
仏
、

__::/ 

外郭西辺(第108次A区)調査 SD170築地外溝跡SX173築地基壇跡，

4m 

第19図

1 : 100 。

46 



日
N

。
山

H

E
C
C
N
的
的

H
H
A

o 

O
K戸
O
口
ω

T
i
l
-
-
-
-
-

、七

。
ド
F
H比

ω

可コ

日

〈

v吋

〈

、

UTRUω

!
l
i
l
i
-
-上

。
ド
↑
口

ω

u

。
ド
F

口
ω

ゐ
寸

lil--oド
F

比

ω

。
ド
↑
比

ω

47 

SD070外大溝跡SD170築地外溝跡，SF170築地塀跡，外郭西辺(第108次)調査第20図
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SX171築地基壇跡S0170・171築地外溝跡，1977年)調査外郭西辺(第5次，

守宅
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写真図版



外郭南門・築地塀・櫓

案内所 竪穴建物

第1図版 史跡志波城跡航空写真 (南東から) 復元建造物，力イダンス施設

53 



1区[雫石線 NO.6鉄塔]全景

(北西から)

※旧河川跡検出，鉄塔新設箇所

54 

第2図版第105次調査(1) 

じみ保育園

史跡志波城跡
保存管理計画と
東北電力鉄塔新設

位置模式図

-既存鉄塔送電線

太田線

一一一ー 雫石線

一一一ー 岩盛線・撤去鉄塔
. 残存鉄I苦

J コ現3 ・新設鉄塔送電線計画
-，LI 仕 ー一一一 新設送電線

. 史跡内新設鉄培
L ロ 史跡外新設鉄塔

F ー ・鉄塔数の変化
史跡肉既存鉄塔数 10 
現状変更後鉄塔数 4 

i i・考え方
「 ・保存管理計画第1.2種地

ー 区には新設しない。

ぺJ ・極力史跡外へ。
遺構遺物が存しない。

.眺望景観を考慮。

盛岡市教育委員会



3東区[太田線 No.4鉄塔当初]全景

(北西から)

※竪穴建物跡等検出

3南区[太田線 No.4鉄塔当初]

全景(東から)

※竪穴建物跡等検出

3西区[太田線 No.4鉄塔当初]

全景(北東から)

※竪穴建物跡等検出

第3図版第105次調査(2)
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4東区[太田線 No.4鉄塔変更]

東半部全景 (北東から)

※竪穴建物跡検出

4東区[太田線 No.4鉄塔変更]

西半部全景(南から)

※遺構検出なし，鉄塔新設箇所

4西区[太田線 No.4鉄塔変更]

全景(北西から)※溝跡 ・焼土検出
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第4図版第105次調査(3)
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南卜レンチ全景(東から)

南卜レンチ全景(南西から)

南卜レンチ

S 01 30築地外溝跡

サブトレンチ断面(南から)

第6図版第106次調査(2)
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調査区A区全景(北から)

調査区B区全景(北から)

第7図版第107次調査(1) 
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A区80170築地外溝跡

サブ卜レンチ 1 (北西から)

A区80170築地外溝跡

サブ卜レンチ 1断面 (北から)

A区80170築地外溝跡

サブトレンチ 1断面

灰白色火山灰(北から)
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第8図版第107次調査(2)



A区SD 17 0築地外溝跡

サブ卜レンチ 1

灰白色火山灰検出状況 (北から)

A区SD 1 7 0築地外溝跡

サブ卜レンチ3(北西から)

A区SD 1 70築地外溝跡

サブ卜レンチ3断面 (北から)

第9図版第107次調査(3)
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B区SD 070築地外溝跡

サブ卜レンチ 1 (北西から)

B区SD 070築地外溝跡

サブトレンチ 1断面 (北から)

B区SD 070築地外溝跡

サブ卜レンチ 1

灰白色火山灰検出状況 (北から)
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第10図版第107次調査(4)



B区SX070土塁跡(南から)

調査風景

第11図版第107次調査(5)
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調査区B区全景(南から)

第12図版第108次調査(1) 
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調査区A区全景(南から)

第13図版第108次調査(2)
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B区S0 070外大溝跡(南から)

B区S0070外大溝跡断面(北東

から)

B区S0070外大溝跡断面

灰白色火山灰(北から)
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第14図版第108次詞査(3)



A北区 SX 1 73築地基壇・崩壊土

(南から)

A北区 SX 1 73築地基壇・崩壊土

断面北部(南西から)

A北区 SX 1 73築地基壇・崩壊土

断面南部(南西から)

第15図版第108次調査(4)
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A北区 S01 70築地外溝跡(北西

から)

A北区 S01 70築地外溝跡 ・SX

1 73築地基壇・崩壊士断面(北から)

A北区S01 70築地外溝跡(北か

ら)
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第16図版第108次調査(5)



A北区S01 70築地外溝跡

灰白色火山灰検出状況 (北から)

A南区S0170築地外溝跡・ SX

173築地基壇 (南から)

A南区 S0170築地外溝跡・ SX

173築地基壇・崩壊土断面 (南から)

第17図版第108次調査(6)
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調査風景 (1) 

調査風景 (2)

調査風景 (3)

第18図版第108次調査(7)
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調査区全景(南西から)

調査区全景(南東から)

第19図版第109次調査(1)

71 



80010外大溝跡断面近景 (南東

から)

80010外大溝跡断面近景 (南西

から)

80010外大溝跡断面全景(南から，合成)
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第20図版第109次調査(2)



調査区全景 (北西から)

調査区全景(北東から)

第21図版第110次調査
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第105次調査 01 須恵器杯-31461検出面

第105次調査 03 須恵器杯-4東区遺構外

; I 

-・・

第107次調査近世陶磁器一遺構外

F苛

ζ三〉

• 
第107次調査近現代ガラス瓶一遺構外

第105次調査 02 須恵器杯-31461検出面

第107次調査 04 須恵器坪-30170-0層

第107次調査近代染付磁器一遺構外

第107次調査碍子一 ilWABUCHU i1927J銘ー遺構外

第22図版第105・107次調査出土遺物



大正時代のラベル

(1門司港地ビール工房jホームページより転載)

ガラス瓶(サクラビール) 右読み「標商O録登」

高さ28.5cm 口径2.5cm 肩幅8.3cm 底面径7.0cm

rSAKURA BEERJ 

右読み「ルービラクサj 底面 ITGC]

第23図版 第107次調査出土ガラス瓶(サクラビール)
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第24図版 「サクラビールjポスター(縦78cmX横55cm，昭和初期，個人蔵)
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報告 書 抄 録

ふり がな しわじようあと

書 名 志波城跡

高リ 書 名 平成23・24・25年度発掘調査報告書

編著者名 津嶋知弘・今野公顕

編集機関 盛岡市遺跡の学び館(刊行.盛岡市教育委員会)

所 在 地 干020-0866 岩手県盛岡市本宮字荒屋 13番地 1 電話 019-635-6600 

発行年月 日 2016年 2月 12日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 (ni) 

しわじようあと いわてけんもりおかし

志波城跡 岩手県盛岡市 03201 390 1410 

第 105次 880 現状変更
しもおおた 201 1.04.12~04.26 (高圧線鉄塔移設)
下太田 41' 06' 
ほうはっちょうしんせきばた

2011.11.30~ 12.05 
方八了・新堰端ほか 02" 47" 

第 106次 78 内容確認

201 1.11.15~ 11.22 (m期整備)

世界測地系 世界測地系

39ロ 141。 第 107次 743 内容確認

2012.10.24~ 12.11 (m期整備)

41' 06' 

12" 34" 
第 108次 145 内容確認

2013.10.15~ 11.18 (m期整備)

第 109次 7現状変更

2014.01.04 (段損復旧)

第 110次 120 現状変更

2014.03.11 (住宅建築)

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

志波城跡 城柵宮街 平安時代 竪穴建物跡7棟，土坑4基 土師器，須恵器 遺構保存措置

第 105次調査 溝跡2条，柱穴

第 106次調査 平安時代 外郭東辺築地タ村義跡 土師器

第 107次調査 平安時代 外郭西辺築地線-築地外溝跡 須恵器，土師器

外郭西辺外大溝跡

幕末~明治 表土 瀬戸美濃系染付なます皿(型紙摺)

大正~昭和初期 表土 ビール瓶(サクラビール)

第 108次調査 平安時代 外郭西辺築地線・築地外溝跡 須恵器，土師器

外郭西辺外大溝跡

第 109次調査 平安時代 外郭南辺外大溝跡 なし 致損状況確認

第 110次調査 なし なし

志波城跡は，平安時代初頭の延暦22年 (803)に朝廷が造営した，古代陸奥国最北端・最大級の城柵である。平成 23~ 25年

度の主な調査成果としては，郭内北部・北東部で実施した第 105次調査では，平安時代・志波城期の竪穴建物跡(兵舎)を

要約
7棟検出し，郭内北東部では外郭沿いの兵舎域が大きく城内側に広がっていることが確認された。外郭東辺南部で実施した第

106次調査では，築地外溝跡を検出し，断面形状等その様相がこれまで外郭東辺で実施した過年度の調査成果と共通すること

を確認した。第 107・108次調査では，外郭西辺築地線(基壇等).築地外溝跡・外大溝跡を検出し，外郭酉辺の区画施設の規模-

様相等がより明確となった。
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